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戦後まもなく芦屋市主催の市民講座でモダンアートの講演を行い、1948（昭和23）年からは芦屋市

美術協会の代表を務め「芦屋市美術展覧会」（のちの芦屋市展）「阪神童画展覧会」（のちの童美展）を開

催するなど、吉原は芦屋とのかかわりが深い芸術家でした。

現在も開催される芦屋市展（旧「芦屋市美術展覧会」）は、戦後

の混乱が続く中、芦屋市美術協会の主催で始まりました。「何

人も随意に応募することができます」という珍しい展覧会で、

やがて若手前衛作家の登竜門となり、芦屋市出身で後に同協

会の代表も務める山崎つる子や吉田稔郎など、何人もの「具

体」作家がここから輩出されました。

吉原は、芦屋市展や自宅のアトリエ、または関西の若手前衛芸術家の社

交の場であった現代美術懇談会（通称「ゲンビ」）などで出会った作家と

ともに、1954（昭和29）年に「具体美術協会「具体」）を結成しました。「具

体」には、「われわれの精神が自由であるという証を具体的に提示した

い」という思いが込められており、人の真似をするな、今までにないも

のをつくれという彼の指導のもと、新たな表現を模索し独創的な作品

を次々と生み出しました。

この「具体」の独創性を世に知らしめることになった展覧会のひとつ

が、1955（昭和30）年に芦屋公園で行われた「真夏の太陽に挑むモダン

アート野外実験展」です。奇妙な形をしたオブジェが並び、道行く人を

驚かせました（広報あしや令和４年８月号「あしや芸術さんぽ」でも紹

介）。主催は芦屋市美術協会でしたが、出品者の半分以上が「具体」のメ

ンバーで占められ、事実上の具体展でした。この野外展は好評を博し、

翌年には「野外具体美術展」と名前を変え再び開催されました。

その後も従来の美術の概念を抜け出し、照明や音響、時間といった要素

を含んだ作品を舞台上で表現する（行為を作品として見せる）企画に挑

戦するなど世間の注目を集めました。

海外にも紹介され、世界的にも評価されたこの前衛美術グループ「具

体」は吉原の死をもって解散しましたが、それまでの18年間で強烈な

インパクトを残しました。

 本展覧会は、具体の歩みを、「分化」と「統合」という二つの
視点からとらえなおす試みです。誰の真似にも陥らず、互いに
異質であろうとしながら、あくまで一個の集団としてまとま
ろうとするその姿勢は、吉原の考える美術のあるべき姿、つま
り「人間精神と物質とが対立したまま、握手」している状態と
も、重なりあうものだと言えるでしょう。

1992（平成４）年7～8月に1955（昭和30）年・56（昭和
31）年の実験的な野外展を再現した「甦る野外展」が芦
屋市立美術博物館主催で開催され、元永定正のビニー
ルに着色した水を入れた作品などが展示された。

1956（昭和31）年「野外具体美術展」の
お知らせ（広報あしや昭和31年７月号）

 大阪中之島美術館と国立国際美術館、２会場によって構成
される本展覧会は、具体の活動拠点である「グタイピナコテ
カ」が建設された地、大阪の中之島で開催される初の大規模な
具体展です。大阪中之島美術館で具体を「分化」させ、それぞれ
の独創の内実に迫りつつ、国立国際美術館では具体を「統合」
し、集団全体の、うねりを伴う模索の軌跡を追う。それによっ
て目指すのは、新しい具体の姿を提示することにほかなりま
せん。解散後50年となる2022年、「すべて未知の世界へ」と突
き進んでいった彼ら／彼女らのあゆみをご覧ください。

大阪中之島美術館　国立国際美術館　共同企画

すべて未知の世界へ ー GUTAI 分化と統合
大阪中之島美術館

国立国際美術館

1905（明治38）年　１月１日、吉原定次郎・アイの次男
　　　　　　　　  として大阪市に生まれる
1926（大正15）年　胸を患い芦屋に移住（21歳）
1929（昭和４）年　奥田千代と結婚（24歳）
1934（昭和９）年　二科展で出品作が入選（29歳）
1948（昭和23）年　「芦屋市美術協会」設立
　　　　　　　　  第１回「芦屋市美術展覧会」「阪神童
　　　　　　　　　画展覧会」を開催し終生審査員を務
　　　　　　　　　める（43歳）
1954（昭和29）年　「具体美術協会」を結成（49歳）
1955（昭和30）年　芦屋公園で「真夏の太陽に挑む　　
　　　　　　　　 モダンアート野外実験展」開催（50歳）
1956（昭和31）年　「野外具体美術展」を開催（51歳）
1970（昭和45）年　ルナ・ホールの壁画を制作（65歳）
1972（昭和47）年　２月10日、芦屋病院で逝去（67歳）
　　　　　                    ３月31日、「具体美術協会」解散

問い合わせ　広報国際交流課　☎38-2006

2022年は「具体美術協会（具体）」の指
導者、吉原治良の没後50年・「具体」解
散50年にあたります。
芦屋に住み続けた吉原は、戦前・戦後の
日本の前衛美術をリードしてきまし
た。「具体」発祥のまち芦屋と吉原治良
との関わりを紐解きます。

吉原治良　アトリエにて。自作を前に
1970年撮影

画像提供：大阪中之島美術館 / DNPartcom

第３回「芦屋市美術展覧会」の募集記事（広
報あしや）審査員には吉原治良や芦屋の芸
術家たちが名を連ねている。


